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議会運営委員会 

 

平成２６年９月１８日午前９時から委員会室で開かれた。 

 

１．出席委員 

    ◎木澤 正男    ○飯髙 昭二     小林  誠 

     伴  吉晴     小野      辻  善次 

     中 西 議 長 

 

２．欠席議員 

     嶋田 善行 

 

３．理事者出席者 

総 務 部 長  乾  善亮 

 

４．会議の書記 

    議会事務局長         寺田 良信    同   係   長         大塚 美季 

 

５．審査事項 

    別紙の通り 
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開会（午前９時００分） 

署名委員 飯髙委員、小林委員 

 

おはようございます。 

委員皆さん、嶋田委員から欠席の連絡をいただいていますが、過半数

の出席により、委員会としては成立をしておりますので、本日の会議を

開きます。 

まず最初に、本委員会の会議録署名委員を私の方から指名いたします。 

本日の会議録署名委員に、飯髙委員、小林委員を指名いたします。両

委員には、よろしくお願いいたします。 

本日の議事は、レジメに記載のとおりです。 

まず初めに、協議事項の（１）平成２６年第３回斑鳩町議会定例会に

ついて、①付議議案の取扱いについてを議題といたします。 

各委員会に付託されていました議案につきましては、最終日の本会議

で委員長報告の後、表決となりますが、お手元の委員会付託議案の審査

結果をご覧いただきたいと思います。 

各常任委員会・特別委員会に付託されました１７議案のうち、議案第

２５号 斑鳩町町税条例等の一部を改正する条例について、認定第４号

平成２５年度斑鳩町一般会計歳入歳出決算の認定について、認定第１０

号 平成２５年度西和消防組合一般会計歳入歳出決算の認定についての

３議案については、賛否の討論があり、賛成多数で可決・認定すべきも

のと決しております。 

また、６月議会で総務常任委員会に付託をされ継続審査案件となって

おりました議案第２０号 斑鳩町消防団員の定員、任免、給与、服務等

に関する条例の一部を改正する条例につきましては、総務常任委員会で

委員より修正案が出され、表決の結果、修正案は否決され、原案が賛成

多数で可決となっています。 

いずれの議案につきましても、最終日の本会議で採決となりますが、

ここで討論の有無について確認をさせていただきたいと思います。 

ただいま申しあげました議案のうちで、委員会で討論となりました議

案第２５号と認定第４号、認定第１０号については、最終日の本会議で
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討論になると思いますが、このほかの議案で、皆さんの中で討論等を予

定されている議案、あるいはまた、討論の予定があると他の議員さんか

らお聞きになられている議案などがございましたら、議長次第にもかか

わってまいりますのであらかじめお聞かせをいただけたらと思います

が、ございませんでしょうか。 小野委員。 

 

ちょっと今聞き漏らしたんかなと思うねけど、修正案出す、きょう嶋

田委員は欠席しているんやけど、委員会で修正案出した嶋田委員は本会

議に出す予定と聞いていますか。 

 

私のほうは聞いていないです。 

 

私もこの修正案に賛成した立場から、本会議に嶋田議員とともに出し

たいなと。まだ連絡してないんやけど、そのように思っていますので、

その分についてもちょっと確認しておいてもらったらいいかなと思いま

す。 

 

ただいま小野委員のほうから、本会議でも、先の議案第２０号につき

まして修正案の提出が予定されているということですので、この点につ

いても順次確認をしておきたいというふうに思います。 

まず、議案第２０号 斑鳩町消防団員の定員、任免、給与、服務等に

関する条例の一部を改正する条例については、修正案の動議が提出され

るということですので。 

 

（「ちょっと確認できてないねんけど」と呼ぶ者あり） 

 

一応予定ということで、提出された場合の取り扱いについて確認をし

ておきたいと思います 

まずですね、委員長報告の後、議長から９月議会に上程された各議案

について順に諮っていただきますが、その一番最初に議案第２０号とこ

れに対する修正動議を一括議題とします。 
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次に、修正動議について提出者の説明を受け、説明後、これに対する

質疑をお受けいたします。 

次に、討論を行いますが、一括議題ですので、修正案と原案について

一括して討論を行うこととし、討論の順番は、まず、原案に賛成、修正

案に反対ですね、次に、修正案に賛成、原案に反対という順で行いたい

と思います。 

次に、採決を行いますが、採決はそれぞれ個別に行わなければなりま

せんので、まず、修正案について採決を行い、修正案が可決された場合

は、修正議決した部分を除く原案について採決をいたします。また、修

正案が否決された場合は、原案について採決をいたします。 

ただいま申しあげましたような順序で進めたいと思いますが、これに

ご異議ございませんか。 

 

   （ 異議なし ） 

 

では、異議なしと認めます。 

修正動議の取り扱いにつきましては、提出された場合にはただいま申

しあげましたとおり進めさせていただきたいと思います。 

なお、その他の議案も含めまして、本会議における討論につきまして

は、従来どおり賛否の討論者はそれぞれ１名ずつとすることを確認をし

ておきたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

賛否の討論は各１名ずつということで確認をしておきます。 

議案の取扱いについては、以上で終わります。 

続きまして、②要望書等の取扱いについてを議題といたします。 

これまで２件の要望書等の提出を受けております。この取扱いについ

て協議いただきたいと思います。 

まず初めに、これらの文書を受けた経緯などについて、簡単に事務局
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のほうから説明願います。 寺田議会事務局長。 

 

それでは、これまでに提出を受けました２件の要望書等につきまして、

提出を受けた経緯などをご報告をさせていただきます。 

まず、警察・検察の取調べの全過程の可視化及び捜査機関の手持ち証

拠の全面開示を求める意見書の採択についてでございますが、今月の９

月１日に日本国民救援会奈良県本部会長佐藤真理氏から郵送で送られて

きたものでございます。 

その内容でございますが、冤罪事件を生み出す温床となっている密室

での取調べの全過程の可視化（録音・録画）と捜査機関の手持ち証拠を

全面開示することが、証拠に基づく公正な裁判にはどうしても必要であ

り、早期の刑事訴訟法の改正を求められているものでございます。 

なお、この可視化に関する意見書の採択につきましては、昨年の２月

にも同じような内容で奈良弁護士会から提出をされておりまして、３月

議会で議会運営委員会に付託をされ、委員会で意見書採択は否決、本会

議で議員発議をされ否決となっております、不採択となっています。 

次に、理科教育環境の整備・充実のための予算計上について、平成２

７年度理科教育設備整備費等補助金予算の増額計上のお願いについてで

ございますが、これも今月の１日に公益社団法人日本理科教育振興協会

会長大久保昇氏から郵送で送られてきたものでございます。 

その内容ですが、理科教育設備整備予算の増額、毎年安定的な予算措

置を実施し、年次計画のもとに理科教育設備整備の充実を図ってほしい

という内容のものでございます。 

この要望書につきましても、昨年７月に同様の内容で提出されており

まして、総務委員会に付託をされ、満場一致で不採択となっております。

以上でござます。 

  

ありがとうございます。 

ただいま局長から説明がありましたが、これら要望書等の取扱いにつ

いて、提出を受けました順に委員皆さんのご意見をお聞きしたいと思い

ます。 
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まず初めに、警察・検察の取調べの全過程の可視化及び捜査機関の手

持ち証拠の全面開示を求める意見書の採択について、委員皆さんのご意

見をお受けしたいと思います。委員会に付託をするのか、議員配布にと

どめるのか、その辺のところでご意見いただければなと。 辻委員。 

 

前回と同様の意見書ということで、これ見たら他町村もほとんど採択

されている現状もありますけども、以前は付託なって、それで本会議で

不採択となった経緯もありますので、その辺も踏まえながらちょっと私

は議員配布で、さらに今後の推移を見ていこうということで考えており

ます。 

 

小野委員。 

 

同じような意見なんですがね、昨年２月に議運に付託して否決、不採

択となった。それで、議員発議されたと、議員さんおられるということ

です。それも否決なってるから、私ね、これはね、配布だけでいいと、

そのように思いますので。一旦斑鳩町議会は昨年の２月に意思表示して

いますので、配布しておくということで、それで結構かなと思います。 

 

伴委員。 

 

同じような意見で、配布にとどめていいと思います 

 

ほかにご意見ございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

そうしましたら、今、お３人の方から配布でということでご意見いた

だきましたが、これにつきましては、議員配布にとどめておくというこ

とでさせていただきたいと思いますけども、よろしいですか。 
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（ 異議なし ) 

    

それでは、ただいま議題となっています要望書につきましては、各議

員に配布にとどめるこということで確認をしておきます。 

次に、理科教育環境の整備・充実のための予算計上について、平成２

７年度理科教育設備整備費等補助金予算の増額計上のお願いについて意

見をお受けしたいと思います。 辻委員。 

 

これ、前に出てきたのと全く一緒かな。ちょっと文章的にわからへん

ねけど。それで、あれ総務委員会に付託なってと思いますけども、その

ときももう不採択なったという経緯もありますんで、今さらこれまた、

議会で一度判断したやつを採択するのもちょっとおかしいかなと思うの

で、一応議員配布ということで、私はそう思っています。 

 

小林委員。 

 

昨年の総務の委員会のほうでですね、理事者のほうにお聞きしました

ら、理科教室の設備の充実には斑鳩町は積極的に取り組んでいると。そ

れで、さらに、この要望書さらにやっぱり予算計上増額して使ってくれ

という要望の趣旨じゃないかということで、当時の総務委員会としては

反対させていただいたというふうに記憶しておりますので、今回も議員

に配布という形でいいのではないのかなというふうに考えております。 

 

そうしたら、お２人の方から配布でいいのではというご意見いただき

ましたが、そうしたら、そういう形でまとめさせていただいてよろしい

ですか。 

 

（ 異議なし ) 

 

そうしましたら、ただいま議題となっています要望書については、各

議員に配布にとどめるということで確認をしておきたいと思います。 
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小野委員。 

 

締めてもらうのはあれですねんけどね、先ほどから付議議案の取り扱

いについてもいろいろ反対意見とかのこともありますのでということで

ね、いつも聞いてもうてますねんけどね、１番目の可視化のね、これに

ついては、先ほどの説明では昨年２月に議運で審議して否決になったと、

それで議員発議があったというような聞いてますねんけどね、それで不

採択になったということになりますので、今回もこれ、配布されたら、

議員発議がある可能性もあるんかなと、そのように思ってますねんけど、

その確認はここでしてもらうのか。今からでも最終日までに議員発議と

いうのは可能ですのでね、そういう予定があるのかどうかというのはど

こで確認したらええのかなと思いますねんけども、それは最終でよろし

いですかね。 

 

このあと追加日程について確認させていただきますので。 

 

（「そこで議論してくれるねんな」と呼ぶ者あり） 

 

はい。 

 

  （「それでは結構です」と呼ぶ者あり） 

 

そうしましたら、次に、③の追加日程についてを議題といたします。 

お手元の追加日程表をご覧いただきたいと思います。 

まず、追加日程１．発議第５号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費

助成の拡充を求める意見書については、議員発議により提出されるもの

と予定されています。 

また、追加日程２．発議第６号 陸上自衛隊駐屯地の配置要望の取り

やめを求める意見書についても、議員発議により提出を予定されていま

す。 

現在までに追加提案を予定されているものは、以上２件です。先ほど
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小野委員から質問いただいた可視化の件については、発議の予定はして

おりません。 

このほかにですね、議員皆さんのほうで提案等を予定されているもの

はございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

それでは、現在のところ議員提案の予定はないと、それ以外の部分で

はないということで確認をしておきたいと思います。 

追加日程としてあげさせていただく予定のものは以上ですが、これま

でのところで何かございましたらご意見をお受けしたいと思いますが、

特にございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

それでは、そのように、以上のように進めさせていただきますので、

議長には進行方よろしくお願いをいたします。 

平成２６年第３回斑鳩町議会定例会については、以上で終わります。 

次に、（２）次期定例会の日程についてを議題といたします。 

皆さんのお手元にお配りをしています日程案について、事務局のほう

から説明をお願いします。 寺田議会事務局長。 

 

それでは、次期定例会の日程につきましてご説明をさせていただきま

す。お手元にお配りをいたしております平成２６年第４回斑鳩町議会定

例会日程表（案）をご覧いただきたいと思います。 

１２月の第１月曜日となります１日月曜日を初日とし、本会議終了後

に広報発行常任委員会を開催、２日火曜日、３日水曜日を休会とし、４

日木曜、５日金曜日を一般質問としております。翌週の８日月曜日に建

設水道常任委員会、９日火曜日に厚生常任委員会。１０日水曜日は総務

常任委員会。１１日木曜日に議会運営委員会としております。いずれも

開会は午前９時からでございます。 
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委員長 

１２日金曜日につきましては休会。この日は農業委員会がございます。 

そして、１３日土曜日から１６日火曜日までを休会としまして、１７

日水曜日を最終日とし、会期を１７日間とするものでございます。以上

です。 

 

ただいま事務局長から説明のありましたことについて、質疑、ご意見

等があればお受けしたいと思います。ございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

それでは、１２月定例会の日程については、お手元の日程表の案のと

おり予定をしておくということで委員会として確認をしておきたいと思

いますが、ご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

１２月定例会につきましては、予定ということで確認をしておきます。 

あと、総務部長のほうから何かほかに報告しておくことはございます

か。 乾総務部長。 

 

特にございませんので。 

 

それでは、総務部長には他の公務もありますので、ここで退席してい

ただくことにいたします。 

暫時休憩いたします。 

  

  （ 午前９時 １８分 休憩 ） 

（ 午前９時 １８分 再開 ） 

 

再開いたします。 
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次に、（３）議員定数削減による委員会等のあり方についてを議題と

いたします。 

事前に事務局長に近隣各町の常任委員会等の設置状況、委員会付託の

状況、標準町村議会会議規則の資料を作っていただき、委員皆さんにお

配りをしています。 

これらの資料も参考に協議をしてまいりたいと思いますが、まず、事

務局長のほうからこの資料について説明をお願いします。 寺田議会事

務局長。 

 

それではまず、お手元の資料の近隣各町の常任委員会等の設置状況に

ついてご説明いたします。資料をご覧いただけますでしょうか。近隣の

生駒郡４町と北葛城郡の上牧、王寺、河合町、それと斑鳩町より尐し人

口の多い広陵町、田原本町の計９つの町の状況をまとめさせていただき

ました。内容は、議員定数、常任委員会の設置及び委員定数、議会運営

委員会の委員定数、特別委員会の設置及び委員定数、委員の選任につい

てまとめさせていただいております。 

この表を見ておわかりのように、当町と王寺町以外は、議員定数イコ

ール常任委員会の委員定数となっておりまして、複数の常任委員会に所

属できるのは当町と王寺町だけとなっております。また、当町と王寺町

では議長は常任委員会に所属しないとなっており、他の町では議長もど

こかの常任委員会に所属をされてれおります。 

次に、委員会付託の状況の資料をご覧いただきたいと思います。２枚

目の表をご覧いただきたいと思います。先ほどと同じ近隣の町村の会議

規則の委員会付託についての状況をまとめております。表中で網掛けを

している部分が当町の会議規則の条文と違うところでございまして、当

町と同じ条文となっているのは、三郷町、上牧町、王寺町となっており

ます。 

それでは最後に、Ａ４の２枚もの、ちょっと資料をご覧いただきたい

と思います。この資料は、標準町村議会会議規則詳解という資料でござ

いますけど、これは本会議中心主義と委員会中心主義の規定につきまし

て載せておりまして、標準町村議会会議規則詳解から抜粋したもので、
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委員会に付託することを議決した事件のみが委員会に付託される方式を

本会議中心主義といい、委員会に付託することを原則とし、本会議で即

決するものは、委員会付託を省略するという議決したものに限られる方

式を委員会中心主義としております。 

この表にあります第３９条は委員会中心主義の条文で、当町もこの条

文となっております。以上、簡単ですが、この資料についての説明とさ

せていただきます。 

 

はい、ありがとうございました。 

それでは、どなたからでも結構ですので、ご意見がありましたらお受

けしたいと思います。 小野委員。 

 

今の局長の説明でしたら、近隣では王寺町が複数制、斑鳩町と同じよ

うにね、複数制を採用しているということで、また、複数制採用に伴っ

て、議長は常任委員会に所属するのは好ましくないというようなことも

ありますので、斑鳩町と同じようにもう最初から議長は除いてあると。 

その中でね、議長を除いた１３名で、これ、今、常任委員会の数が２

３ですかね、１３人でどない考えたらいいのかね。斑鳩町の場合は尐な

くとも２つの常任委員会に所属すると。それで、ほかの町は尐なくとも

１つの常任委員となるものとするという、委員の選任は、これは自治法

の改正に伴っての表現の仕方なんですが、私もこのときに、これを採用

するかしないかでいろいろ議論を議会運営委員会でしたときにね、この、

尐なくとも１つの常任委員となるものとするというだけでは複数制を取

り入れるときに不備が生じてくるんじゃないかな。といいますのは、常

任委員会、議員は同じ数の常任委員会に所属しなければいけないんじゃ

ないかなと、そういうことで考えています。権利でもあり義務でもある、

常任委員会に所属するのはね。だから同じ数、平等性をとるということ

で。それでいろいろ議論して導いたのが、尐なくとも２つの常任委員会

に所属するものとするというように決めたんです。それで、その自治法

改正になったときには、今までは議員は１つの常任委員となるとかね、

なんかそういう条文でしたので、２つはなれなかった。だから、自治法
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が改正されて複数制を採用できるという根拠になっているのが、尐なく

とも１つの常任委員となるものとする。そういう意味でも、王寺はそれ

で、尐なくとも１つというのはクリアしておるんですが、今度議員のそ

の常任委員会に所属するという、以前、複数制を取り入れた中でね、一

旦議長も入ってもうていたという、それでまた会議に諮って抜けてもう

ていたと。それはなぜやったんかというたら、やはり議員というのは同

じ数の常任委員会に必ずしなければいけないという、そういう考え方と

あって、しかも、議長はやはり全体のことを見てもうているからという

ことで出てもらうと、そういうことで数を出していたと。今はもう先に

会議で諮らなくてもなってあるから、議長は常任委員会にはもう所属し

ていない、最初からね、そういう手間省けてあるんやけど、そういうこ

ともあるんやけど、王寺町のこの議員定数の設定とそのことについて、

ちょっと理解しにくいところがあるんですよ。だからその点、もし事務

局のほうでわかることがあったらちょっと披露してもらいたいなと、そ

のように思いますねんけど。 

 

寺田議会事務局長。 

 

この資料を見てもおわかりのように、王寺町が複数常任委員会制をと

っておられるのがわかりますので、ネットで、ちょっときのうたたいた

ところ、１人の議員さんが当然２つの常任委員会に所属されています。

ただ、その常任委員会の委員長になられた議員さんは他の常任委員会の

委員にはならないということになっております。それでこのちょっと人

数は変更、こういう形になっております。 

 

１４人ですから、議長除いて１３人、それを２倍したら２６、その中

で３つの常任委員会があるから、委員長ポストの人は１つで、その常任

委員会に専念してもらうという、そういう考えがあるんかな、そうした

らね。どちらにしてもね、これ、複数制の常任委員会を採用していると

ころがないと、昨年は友好都市の兵庫県の太子町がやっているというこ

とでね、議運でも視察に寄せてもらいましてんけどね。この前からちょ
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っと聞かせてもうていた、そういう場所がないねんということで、視察

先もいろいろ探しておられたの、この、ものすごく灯台下暗しで近くの、

同じようにしてね。このあと先進地のことも議論してもらいますねやろ

うけど、これ見せてもうていたら、生駒市と、生駒市だけでしたら、昼

からでも王寺町へちょっとお願いしても可能かなと思いますし、近くで、

ほん近くでそういうので採用して。また、今、局長が、それは推測やね、

今言うているのは。そのデータ見てからのことやね。向こうへ聞いてじ

ゃないねんね。だからまあ、そういうやり方も、いろいろなやり方もあ

るんだなと。やっぱり斑鳩町の場合も委員長がほかのところの委員に入

っているというのは、まあ、いろいろ勉強できるということはいいこと

ですねけどね、何も委員長やからどうのこうの。だけど委員長の職務を

遂行していくためには、やはりちょっとでもほかの委員会に所属しない

ほうがいいのかなと。 

それとか、最初に私が言ったように、常任委員会の数、もっと、当時

はもっと逆のことを考えたんです。例えばこんな同じように尐なくとも

１つの常任委員となるものとすると。それなら、私は１つでいいと、そ

ういう人と、いや、私は３ついきたんやと、定数との関係でそれは可能

になってきますよ。３つということは全部の常任委員会に所属する、そ

れもまずいということで、２つというように限定して、２つは義務付け

たという感じです。だから、そういうことはどういうような、あえてそ

ういうことを外してね、やはり委員長にその常任委員会に専念してもら

うという、それもええ方法かなと、そういうことも聞きたいと思います

ので、あとの先進地視察の中で王寺町も加えていただければありがたい

なと思います。今のところちょっとそれらを申しあげておきます。偶然

ですけど、総務でコミュニティバスのことで生駒市に行ったときにね、

その帰りっていうか昼からは三郷町へ行ったと、そういう視察もありま

すので、同じようなあれで、時間の割り振りでいけるんじゃないかなと

思っていますので、また議論してもらえたらありがたいです。 

 

今、小野委員のほうから、定数と常任委員会の所属の関係について種々

ご意見いただいて、また後に出てきます先進地視察の件についてもご意
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見いただきましたので、その点についてはまたあと、先進地視察のとこ

ろで他の委員の皆さんのご意見もお聞きして、また諮らせていただきた

いと思います。 

ほかに。小野委員。 

 

ちょっと先ほどのと、今感じたことと言いましたけど、本会議中心主

義と委員会中心主義とをまとめていただいてね、前回の議運でもいろい

ろ議論させてもらったけど、どういう具合に説明したらええのかという

のを私も委員長としてはっきりしたことを持っていなかったんですが

ね、それは、ヒントとしてはこの議員必携にも載っていました。もとも

とは本会議中心主義で始めていたけど、委員会中心主義の重要性、重要

性っていうのは住民に対しての議論の仕方ということで、重要性、それ

をやっていくためには会議規則の改正が必要であるということをしてあ

って、標準会議規則はもう委員会中心主義の形に全部変わっていったら

ね、どこがどう直っているんやろうなと思って。 

これ、今局長のほうから出してもらったら、端的に言えば、結局本会

議でね、今、私どものは委員会中心主義ですので、３９条の項目に従っ

て委員会へ付託する、自動的に付託する、まあ議長が付託するとなって

いますけど、もちろん議会運営委員会でね、これは諮問機関ですから、

議長独断でやるものと違いますし、議論して、それで決めてこの委員会

に付託する、そういうことで本会議では、本会議からの付託ですが、も

う直接委員会付託。それでその３９条の２項かな、うちは２項かな、２

項で議決で省略するということ、議長の祝詞がそういう形でなっている。 

本会議中心主義は逆に会議に諮って、もちろん会議に諮ってその行き

先を決めるのは議会運営委員会ですけど、議論して決めるのは。議長が

会議に諮って全議員に了承してもらってこの委員会に付託すると。同じ

ようなことなんですが、そのあとのね、いろいろ、前回の議運でも私は

いろいろ議論しました。その、人数のことについてね。本会議と委員会

とがお互いに干渉されないという、そういうためには人数をバランスを

取らなければいけないということも盛んに言いましたけど、それは次の

年、これできていますねんけどね、この委員会審査の独立の原則、これ
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は委員会中心主義の場合で、自動的に委員会にいった場合は、その委員

会は本会議の半数いてては結局干渉されているということになってく

る、だからそれは避けなければいけないということを論を張って話をし

ていましたけどそのままきているんですが、今回１３名とした場合の予

定としては６名の委員会ですので、この会議規則をね、本会議中心主義

の形にさえ変えておけばそういう懸念も何もないし、同じように斑鳩町

議会はなっていくんじゃないかなと。 

そうした観点から、今、見させてもらったら、これは、よそさんのこ

とに干渉するつもりは全くないんですがね、平群町は、これは、この会

議規則は本会議中心主義ですね。だから１２人の定数で６人ずつの委員

会、半数の委員さんがおられる、これはこれで問題ない。ただ、三郷町

はね、こちらは委員会中心主義ですが、何か６人と７人ということで、

これはあまり触れやんときます。それから安堵町も、これは３６条にな

っていますけど、これも本会議中心主義だということで、安堵町も委員

会中主義だったのを本会議中心主義に変えておられるのか、その経緯は

わかりませんけどね、そういう形でとっておられる。それから上牧町、

上牧町は委員会中主義だけど、今言うている２つの常任委員会で６、６

と出してくると。それで、王寺町は複数制をとってあって、これも複雑

なんですが、委員会中主義であって、半数以上の常任委員会でも干渉さ

れるというか、拘束されないというその意味をあまり気にしておられな

いという。それから河合町は、これは半数以下、５人、４人、４人とい

うことでね、委員会としてどうなのかなと思われる。また、これは何も

河合町がどうのこうのと言っているのと違いますので、私どもが委員会

のあり方ということで１９年当時に議論した中で、やはり４人とか５人

の常任委員会は委員会の機能が果たせないという、そういう結論から言

えば、３つの常任委員会で定数の尐ない常任委員会はやっぱり斑鳩町と

しても取り入れることは困難やと思います。にもかかわらず本会議中心

主義ですね、これ違うん、これ、委員会中心主義やね、これ。会議に諮

ってって書いてあるもんね、会議に諮って委員会に付託することと。だ

から本会議中心主義のほうに戻してあるのか、もともとは、ほとんどの

町議会というのは、村議会、町議会は本会議中心主義で出発しているか
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らね、人数で。だからそのままで委員会中主義に変えてなかったのかも

わからへんし、それはまあ。こないして近隣を、広陵はどうなんですか

ね。本会議やね。だからまあ、もしかしたらそういう、拘束されないと

いうことを考慮されたのか、それか放ってあったのか、委員会中心主義

ということはうたっていない。田原本もそうですね、これを見るとね、

していない。だからまあ、近隣で、名前出して悪いねんけど、三郷町と

王寺町というのは、ちょっとどうなのかなということもあるけど、これ

はこれで機能していますしね。同じことで斑鳩町も機能はしてきました、

ずっとね。だけど、この際、議員定数も削減しましたので、その点も改

めてね、皆さんと議論して整理しておいたほうがいいのかなということ

で提案させてもらいます。 

 

今、小野委員のほうから定数削減に伴って、今後委員会編成にあたっ

て、これまでは委員会中主義できたけども本会議中心主義に切り替えて

会議規則の整理もするということも含めてですね、検討していってはど

うかということでご意見をいただきました。その中でですね、委員の定

数についても触れていただいていましたけども、この点についてはこれ

まで５名とかいう形で委員会構成をしてきた時期もありますけども、や

はり委員が欠席をすると委員会自体がもう成立しづらくなるということ

で、これはやっぱり最低でも６名の委員が必要だということで議論をし

てきた経過もありますので、そのところについては委員皆さん一致する

のかなと、今後定数が減った中で、まず委員会をどういう委員会にする

のかというのと、委員会の定数も決めていくわけですけども、一応今の

時点で６名以上のやっぱり委員が必要だという認識については一致でき

るかなと思いますので、まだ完全にここで決めてしまうというわけでは

ないですけども、今の段階としてですね、そのことを前提に議論をして

いくということでちょっと確認しておきたいなというふうに思うんで

す。その点については、今決めてしまうわけではないですけども、その

ことを前提で議論を進めていくと。 小野委員。 

 

僕ばっかりしゃべってあれやけど、今までの、この任期の間にもいろ
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いろな経緯がありました。常任委員会をふやしたらどうかとか。削った

経緯があるんですよね。だけど復活さそうということは私１人の意見で、

全員はノーでした。だから、そういう考えですので、私はこの４つの常

任委員会、広報を常任委員会から特別委員会に変えたらどうやというよ

うな、ちょっと議論するのにはおかしいなという感じの、成り立ちから

考えたらね、この広報は皆さんももうご存じやと思いますけどね、特別

委員会というのはその目的が達成されたらその委員会を閉じるわけなん

ですけどね。せやから、そのまま広報の発行をずっと続けている委員会。

それと第一義的に、一番常任委員会にしなければいけないという、その

ときのなってきたのは、公務災害の件もあった。それで、発行するのに

常任、常にやっぱりそこでやっているということで、これはもう何か委

員会のあり方で元に戻したほうがええというような意見も見受けられた

けど、それはもう論外ではあると私は思っております。 

だからこの４つの常任委員会で、それで、議員削減の提案者にも、提

案者の方もいろいろ話ししておられましたけども、四六、二十四と。だ

から四六、二十四で１２人、そこへ議長プラスということで１３という

ことで説明されていたように思いますしね、その案に私は最終的には賛

成しています。だからこの常任委員会はこれだけが必要でしかも６人と

いうことが最低数の委員さんらが堅持できるということで、これが今ベ

ストだと、そのようにも思っています。だから委員定数は６人で４つの

常任委員会、そういう方向で皆さんの合意ができたらいいのかなと、そ

のように思っています。 

 

基本的に定数削減の提案説明にもそういうことは触れられている中

で、今後議論していく中でも、一応最低６名の委員会で今の４つの常任

委員会の構成は変えないと。それで、本会議中心主義にするのか委員会

中心主義にするのかということで論点絞って議論をしていってはどうか

ということで提案いただきました。そうした中でいろいろ種々委員の皆

さんのご意見お聞きしながら今後の方向性について定めていきたいなと

いうふうに思います。 

先ほどご提案いただいた王寺町の件ですね、王寺町では委員長はほか
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の委員会に、常任委員会に所属をしないというやり方でやられていると

いうことなんで、これも相手さんの都合がありますので調整してみない

とわかりませんけども、いろいろそういう他の市町村の議会の構成なん

かも調査をする中で、これいいんじゃないかというのがありましたら、

またそれも含めて今後の検討していきたいと思いますので、それについ

てはまた委員の皆さんのほうから新たにご提案いただければ、そのこと

も含めて議論をしていきたいというふうには思います。 

ほかにご意見ございませんか。 辻委員。 

 

あのね、今、小野委員が言わはった、委員会をふやすという１つの考

えの中でね、例えば今、予算決算は特別委員会でしていますけども、例

えばこれ、今いろいろな、町のほうで防災計画とか何かある中で、総務

委員だけでいくのか、厚生もいろいろな、各分野にまたがるやつを特別

委員会っていう設置の方法もできるのかなっていうことを、ちょっと俺、

頭で考えながらそんな方法はできやへんの、できるのかな、その辺ちょ

っと、俺も勉強してないねけど。例えばそんなんも１ついるのかなって

いうような、思うねけど、それはもうあかんやったらあかんで結構です

けどね、そんなんも、そういうこともあり得る場合もあるのかなってい

うような。難しいかな、それは。 

 

小野委員。 

 

委員会条例では、常任委員会の構成と人数を条例化しています。それ

で、その中で特別委員会を設置することができるとなっていますので、

今の委員会条例を改正しようとする中では、今そういう、今具体的に言

うてもらいましたけど、そういうことの設置はできるようにもともとな

っていますから、それを常任委員会にするのかということを今考えてお

られるのか。それについてはなかなか難しいんじゃないかな。常任委員

会にするものではないかなと。 

というのは、２年前ですかね、予算決算常任委員会を廃止というのは

全員の感じでしたから、それでもう廃止はぱっと決まった。その後に、
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委員長 

 

 

 

 

 

 

その分として私は提案したんです。だけどそれは誰も、当時の議長もそ

んなんはと。まあ、辻委員も言わはったと思います。全員がノーでした

からね。それならもうしようがないなと。それでそれは廃止してこの４

つになったと、今まで５つだったのが。だから、今、意見と、この委員

会で言ってもらった、特別委員会でするかしないかとは、この今の委員

会条例を改正する項目についてはちょっと当らないんじゃないかなと思

うんです。だからそれは新しく出発した中の議会でね、それは特別委員

会としてするかどうかはまたその当時の議長から諮問されてね、それか

ら設置すると。 

それで、今のうちの委員会では、この特別委員会の設置及び委員定数

ということで、委員定数のことがありますから、これ、書いてもうてい

ますけど、「議会の議決で置く」となっていますから、これも、定数も

議会の議決で。ただ、先例と慣例では７人で、みんな常任委員会と同じ

数にしようというふうになっていますから、それはもうこの前みたいに

付託先をした、定数削減のね、議案が提出されたときに、それはもう１

４人と、議長を除く１４人という具合に、これは議会の議決で定められ

るから問題はないと思いますし、定数についても、特別委員会の定数こ

のままでも私はいいんかなと。ただ、先例と慣例で７名となっているみ

たいですので、これは議会運営委員会の定数と同じように、常任委員会

の皆さんがね、もうこの数で、６名という形で一応方向付けしていただ

ければ、議会運営委員会も６名でもいいし、いや、やっぱり議会運営委

員会はいろいろな人の意見を聞いていくのがええのやったら７名のまま

でもええし、それはまたこれからの議論やと思いますね。 

 

辻委員から出された疑問ですね、特別委員会については、常任委員会

と異なり臨時特定の事件について設置されるものであるから、その事件

の審査や調査が終了した時に消滅するということで、目的があれば設置

ができるというふうになっておりまして、複数の常任委員会にまたがる

案件でも目的があれば設置できると、今、現在の段階でもなっておりま

すので。 
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伴委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

小林委員 

 

 

ちょっというたら心配したんはね、例えばああいうやつは、例えば厚

生にもかかわる部分もある分もあるし、私、両方入っているけど、建水

にもかかわる分もあるさかいに、総務だけで審議できるのかなっていう

のは、ちょっと今までからもちょっと疑問に思っていただけでね、例え

ば水道のこともあればいろいろな場面も出てきよるから、その辺もした

ら。まあ、全協いうやり方もあるねんけども、そういうようなことを審

議どこでするのかなというような。本来やったらぱっと総務やと思うけ

ど、ほかの関係もいろいろあるさかい、ちょっとそういう、思っただけ

で、またいろいろとまた出てきた段階でまた。 

 

今回、保育所の件では、説明報告をいただくということで全員協議会

を設けていただきましたけども、これまた付託をするっていうふうにな

ると、常任委員会が複数にまたがる場合は特別委員会を設置するという

ことも可能性としては考えられますんで、またそれはまたその時々で議

論していきたいと思います。 

ほかに委員の皆さん。 伴委員。 

 

今、小野委員のほうから具体的に数字、今後の委員会の数字で、今現

在は７人で行っているけど、これ６人でいく、６人以下では難しいだろ

うと。そしてその後に特別委員会のほうも人数を考えていけばいいんじ

ゃないかというような話があって、まあ確かに６人でいけばすっと当て

はまるというのがございますので、５でも難しい、７でも難しいという

ところから６人、それで委員会の数を減らしたり、ふやしたりというの

はなかなか私自身は４つの委員会、常任委員会が機能していると思いま

すので、６人でっていう思いを私も持っております。以上です。 

 

小林委員。 

 

議論の中で、内容もそうですけど、委員長のおっしゃるように６名と

いう方向性で進めていっていただきたいなというふうに思います。それ

についてまた文言も今後ちょっと整理していく必要があるのかなという
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小野委員 

 

 

 

小野委員 

 

 

委員長 

 

 

 

 

ふうに私自身も思いますので、その方向で進めていただきたいなという

ふうに思います。 

 

小野委員。 

 

今ね、ちょっと王寺町の委員長うんぬんの話はね、これはみんな議論、

６名が一番いいだろうということなんですがね。斑鳩町のこの議員定数

１５にしたときも、それからいろいろな考え方の中で、昨日も総務委員

会で修正案のが同数になった場合、そのときに委員長判断、また、同数

になった場合。だから、委員定数は奇数のほうが委員長裁決という緊張

したね、裁決の仕方もあるんかなと思ってね。 

今それで、ちょっと、７名でもいけるんかなと思って。というのは、

王寺が、仮に委員長がね、１つにしたら、みんな７名で全部いったとき

に。そうか、この定数下げとかなあかんのか。ああ。せやけど７名でい

って委員長だけが１つだけ入るというようにしたら、この７名、クリア

できるのと違うんかな。 

 

  （「王寺町、議長入っていない」と呼ぶ者あり） 

 

無理。王寺町議長入ってないね。 

 

（「入ってないで計算している」と呼ぶ者あり） 

 

そうそう、だから。いや、ちょっと、それも考えんなんのか。もうせ

やけど、７名の委員会を６名で、私はまあ、いいと思います。 

 

ちょっと暫時休憩します。 

 

（ 午前 ９時５３分 休憩 ） 

（ 午前 ９時５６分 再開 ） 
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委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

議会事務

再開します。 

小野委員のほうから、奇数の委員会構成にして、委員長にも最終的に

同数になったときの裁決権を持たすという緊張した運営を取り入れては

どうかというご意見もありましたが、それは定数等との関係もあります

ので、またそれができるかどうかも含めて検討したいというふうに思い

ます。 

ほかにご意見ございませんか。 

 

（ な  し ） 

 

そうしましたら、本日ご提案いただいた、本会議中心主義でいくのか、

委員会中心主義でいくのかという点を今後掘り下げていくと。議会構成

等については、これから先進地等も視察に行きますので、またご提案い

ただければ新たに追加をしたいと思いますが、基本的には最低６名の委

員会で４つの常任委員会ということを基本に考えていくということで確

認をさせていただきたいと思います。 

そうしましたら、この件につきまして、本日はこれで締めさせていた

だきたいと思いますけど、よろしいですか。 

 

（ 異議なし ) 

 

それでは、この件につきましては、引き続き当委員会で協議をしてい

きたいというふうに思います。 

次に、（４）先進地視察についてを議題といたします。 

８月の委員会終了後に、皆さんのご意見をお聞きする中で、複数常任

委員会制と災害時における議会の災害対策本部設置について視察を行っ

てはどうかということでしたので、事務局長に視察先について調べてい

ただいたので、その結果について事務局から報告をいただきたいと思い

ます。 寺田議会事務局長。 

 

きのうまでの段階で複数常任委員会委員会制をとっている町村は近隣
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委員長 

 

 

 

 

 

 

ではちょっと調べたんですけどもなかなか見当たらなかったということ

で、きのうになって王寺町がこの複数常任委員会制をとっているという

ことでわかりましたので、そちらのほうまた、後ほどあたらせていただ

きたいと思います。それで今回、災害対策のほうで視察をしてはという

ことで、近隣で調べたところ、生駒市議会のほうで災害対策行動マニュ

アルと対策本部設置要綱を作られておりましたので、早速生駒市議会の

ほうへ電話をさせていただき視察に伺わせていただきたいというご連絡

をさせていただいたところお受けいただくことになりましたので、生駒

市のほうでは災害対策本部の設置とあわせて議会運営の全般についても

ちょっとお話をうかがわせていただきたいということを伝えております

ので、視察先はちょっと現段階では生駒市のほうを考えているというこ

とでございます。以上です。 

  

今、局長から報告いただきましたように、先ほどのご意見も王寺町の

ほうにお伺いしまして、日程調整がつけば視察の中には組み込んでいき

たいというふうに思います。 

それで、今回、そのことも含めましてですね、生駒市さんのほうで災

害対策の関係と議会運営全般についてもお聞きできるということなの

で、そのことも含めて視察を行いたいというふうに考えておりまして、

お手元に配布しております視察計画書のとおり、１０月２７日月曜日に

先進地視察を行うということでご異議ございませんか。 

 

  （ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

議長におかれましては、先進地視察計画書に基づき手続きをとってい

ただきますよう、お取り計らいをお願いいたします。 

協議事項については、以上で終わります。 

次に、その他についてを議題といたします。 

委員皆さんのほうで何かご意見等ございましたらお受けしたいと思い

ます。 小野委員。 
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委員長 

 

閉会中の事前委員会でね、今まで報告を受けていた提出予定議案、そ

れはちょっと事前審査のような形にもなるしね、同じことを何回も聞か

なければいけないという、そういうことで昨年の議会運営委員会でもい

ろいろ議論させてもらって、皆さん、議員さんの理解も得て、今みたい

な形、懇談会という形でね、それで、そのいろいろな議論していた中で

ね、何かやっぱり資料もつけてもらいたいというような、全協かどこか

でそんな話が出たから、そういう申し入れをして、それでまあ、いつか

らやな、６月議会からかな、３月議会からやったんかな、３月議会から

やったんやな、やって、３月議会、それから６月議会、それで今９月議

会。それでまあ、６月議会のときにね、資料っていうのはもうそのまま

議案書になるやつ、ストレートに。今回でも、その懇談会があって、告

示がある日までわずかですねん。それでまあ、その資料もできるだけ私

としては、資料をもって出してもらって、もちろん質問はしない、だけ

ど活性化を図るために初日の総括質疑というものがもっと活発に出てく

るものだという期待もしていたんですが、ほかの委員会のこともみんな

それで見るからということでね。だけど、やはりそういう資料を尐なく

ちゅうかね、合理化していくのが１つの目的にもあったしね、同じ資料

を今いただいてね、説明は説明の、別のね、こんな議案が出ますいうて

総務部長から全部説明しているんやから。だから、皆もう１回、あの資

料でええのかどうか。それから、もうああいう議案書ストレートにかわ

るような資料でなくて、一覧表的な資料ってあるでしょ、あれを配布し

てもらって説明を聞いておくというほうがいいんじゃないかなと。同じ

もの２枚たまりますねん、全部ね。１回ちょっとそこらもここで話しし

てもらって、あれはやっぱり必要やと言われるんやったらそのままあれ

やけど、いやもう、そうしたら省略していこうよというような意見まと

まるんやったら、また全協で議長にもこういうふうに、今後こういう資

料にしますということを言うてもらって、理事者側にもね、ダブって入

らんようにして。その点みんな、ちょっと意見聞いてもらえたらなと。 

 

今、小野委員から提案いただきましたように、同じ資料を２つもらう
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ということについての省略ですね、それと最初にもらう資料について、

議案書と同じような文書でもらうのではなく、もっと簡潔に一覧表にま

とめたような形でいただいてはどうかというご意見いただきましたが、

それに対して委員皆さん、どんな感じでしょうかね。 伴委員。 

 

資料に関しては、私もできるだけ簡素化ちゅうか省略できるものは省

略していただいて、やっぱり方向性が事前審査いうような形にあたらん

ようにしていこうというところからきていますので。ただ、議案に関し

ては、どうそれができるかなというような、いい方法があればなという

ような感じがします。うまくそれが、説明聞いていてわかりやすいよう

な形のものができるのであればという感じです。 

 

ほかの委員さん、いかがでしょうか。 辻委員。 

 

小野委員言いはるのもひとつで、これはもうやっぱりせんなんという

こともありますし。ただ、一覧表もうてその内容わかるのかなという気

も。所属委員会でやっぱりずっと議案も見ながら勉強したいということ

で、前の厚生常任委員会では、前のここのやつの資料は、全体協議会で、

懇談会でもうたやつを、それもう委員会で持ってきてくださいという話、

委員長からも指摘、こう言われた内容で。どっち。その案件にもよって、

ただ単に、俺今のは、簡単なやつで、もう要らんわって。 

せやけど制定とかなってきたらね、やっぱりちょっとこう、見たいと

いう感じもあります。ちょっとなかなか難しいんと違うかな。ちょっと

私もちょっとこう、いろいろ。 

本来簡素化というのはもう賛成ですねけども、その辺もちょっとこう、

今後の検討で。どっちがええのかなというてもなかなか難しいかなとい

うのは感じますねけどね。 

あと、それをわけるのか、例えば制定とほんまの国の文言訂正だけで

するねやったら、もうそんなんほんまの一覧表で、これ変わりましたと

いうだけでええねんし、その辺もあるさかいに、どっちとかちょっとこ

う迷ってますねんけど。その辺で、今。 
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小野委員の提案されたことについて、２つにわけられるかなというふ

うに思うんです。議案書として出てくる分についてのものと、ほんまに

資料とつけていただいているもの。それで、資料としてつけていただい

ているものについては、伴委員も省略できるものは省略して、だから最

初にいただいたものを開会中の委員会のときに、新たに資料として出し

てもらうんじゃなく持ってくるという形で省略できるんじゃないかとい

うのと、議案書のかわりに説明していただいている分は、やっぱりその

文言等についてもきちっと見たいという思いもあるでしょうから、それ

はそのまま出していただく。まあ、省略できるものについてはまた研究

はしてもらったらと思いますけども、そこは今、辻委員のほうからはち

ょっと検討したいということで、ご意見いただいたかなと思いますので、

だから、議案書と同じ内容で出していただいているものと、資料として

つけていただいているものと、わけてちょっと考えてもいいのかなとい

うふうには思ったんですけども。 小野委員。 

 

ちょっと理解、ちょっとまだぴんときていない。 

議案書と同じものを出して、それを持ってきてもらう。それはまさし

く事前に審議している資料としてね、以前と一緒ですわ、そこに資料と

のってあるだけでね、もう議案書と、その上に鏡ついたら議案書になる

と。だからそれはそうなってくるのやし、それから、こういう議案が出

ます、一覧表で言うて、その中で資料、資料として今度委員会で資料が

配布されるもの、それが、それは最初のときに見せてもらっておいたら

理解しやすいという、そっちをつけたらそれが今度は議案書はいくけど

これを持ってきてくださいよというようになるのかなと思う。どこでど

うダブってくるのか。今、もう１回ちょっと整理せなわからないと思い

ますねけどね。理事者側とのあれもあると思いますねんけど、議運の委

員長からもちょっとね、打ち合わせしてもらってね、もうちょっと整理

できひんかと。こちらでこういう具合に整理してくれとは言えないしね。

そういう意見あるねんけどどうやろうと。用意できるものとできへんも

のあるしな。 
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暫時休憩します。 

 

（ 午前１０時 ０９分 休憩 ） 

（ 午前１０時 １８分 再開 ） 

 

それでは、再開いたします。 

今、各委員の皆さんからご意見いただきましたが、懇談会等でいただ

く資料がかぶってくると。それでまあ、ペーパーできるだけ尐なくして

いくという整理ですね、について、今、懇談会のときに、実際には議案

書と同じような形で資料をいただいていますが、これはもう要旨の部分

だけいただいて、こんな内容でということで説明をいただくというのと、

そのときに資料もつけていただいて説明は受けますが、告示のときにい

ただく議案書については、全く今までどおりいただくとして、開会中に

懇談会のときにつけていただいたものと同じ資料を委員会でつけていた

だく部分については省略をするということで、懇談会のときにいただい

た資料を委員は持ってくるという形にして整理をする方向でいきたいな

というふうに思います。初日の全員協議会でまたこの件について、議運

としてこの方向でまとめようと思っていますということで報告をして、

ほかの議員さんからも了解をいただけるようでしたら、理事者とそうい

う形で調整をしていきたいというふうに思いますが、それでよろしいで

しょうか。 

 

  （ 異議なし ） 

 

では、今、小野委員から提案いただいた資料の関係については、そう

いう方向で整理をしていきたいというふうに思います。 

その他について、委員皆さんからご意見ございませんか。 

 

（ な  し ） 
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委員長 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

そうしましたら、その他についても以上で終わります。 

以上をもちまして、本日予定しておりました案件は全て終了いたしま

した。 

委員長報告につきましては、正副委員長にご一任いただきたいと思い

ますが、ご異議ございませんか。 

 

（ 異議なし ） 

 

異議なしと認めます。 

それでは、これをもって議会運営委員会を閉会といたします。 

どうもお疲れさまでした。 

 

（ 午前１０時２１分 閉会 ） 

 

 


